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社

一
、
は

し

が

き

西
都
市
市
街
地
の
西
北
部
、
寺
崎
台
地
の
突
端
に
日
向
式
内
社
の

一
座
と
し
て

壱
千
有
余
年
の
歴
史
を
有
す
る
都
高
神
社
が
あ
る
。
丁
度
、　
一
ッ
瀬
川
の
分
流
と

し
て
の
旧
桜
川
の
ほ
と
り
に
位
置
し
、
古
来
、
妻
地
方
民
か
ら
は
妻
高
様

（
サ
イ

マ
ン
サ
マ
）
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
境
内
は
現
在
で
も
鬱
叢
と
し
た
樹

木
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
終
戦
時
の
民
風
に
よ
っ
て
数
百
年
の
樹
齢
を
有
す
る
と

思
わ
れ
る
数
十
本
の
楠
木
が
倒
れ
る
ま
で
は
真
に
壮
厳
な
感
じ
の
す
る
神
社
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
天
然
記
念
物
と
し
て
国
の
指
定
を
う
け
て
い
る
樹
齢
壱
千
壱
百

年
の
伝
承
の
あ
る
楠
木
の
巨
木
な
ど
如
何
に
も
平
安
時
代
か
ら
の
伝
統
あ
る
神
社

に
相
応
し
い
文
化
財
を
伝
え
て
い
る
。
又
、
現
存
の
本
殿
は
三
間
流
造
り
の
桃
山

様
式
の
建
築
に
し
て
中
世
期
、
日
向

一
円
の
地
頭
職
と
し
て
勢
力
を
有
し
た
伊
東

氏
の
建
造
に
か
か
る
も
の
で
豪
華
な
桃
山
建
築
の
名
残
り
と
し
て
今
で
も
本
殿
正

面
の
四
本
柱
に
は
金
箔
を
は
っ
た
痕
跡
が
十
分
に
窺
わ
れ
る
。
こ
の
本
殿
は
そ
の

後
、
佐
土
原
島
津
氏
に
よ

っ
て
尊
崇
さ
れ
、
現
在
、
伊
東
、
鳥
津
両
氏
に
よ
っ
て

改
修
さ
れ
た
時
の
棟
札
が
十
八
枚
も
残

っ
て
お
り
、
如
何
に
代
々
の
領
主
が
都
高

神
社
を
守
護
し
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、
昭
和
二
十
九
年
、
三

十
年
に
わ
た
り
国
の
文
化
財
保
護
委
員
会
建
造
物
課
よ
り
関
野
、
日
辺
の
両
丈
学

県
文
化
財
専
門
委
員
　
　
　
日
　
　
　
一局

正

博
上
、
少
し
お
く
れ
て
東
大
教
授
の
藤
島
博
士
な
ど
の
専
門
家
が
克
明
な
調
査
を

さ
れ
、
現
在
、
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
宮
崎
県
下
の
寺
社
仏
閣
で
は
最
高
に
位
す
る

建
造
物
と
し
て
、
将
来
、
重
要
文
化
財
の
指
定
候
補
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
、
由
　
　
　
緒

本
社
の
祭
神
は
大
山
祇
命
の
女
、
木
花
咲
耶
姫
命
で
あ
る
が
、
日
向
の
古
代
女

化
の
中
心
で
あ
る
妻
地
方
の
中
心
的
な
神
と
し
て
木
花
咲
耶
姫
命
が
奉
祀
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

都
高
神
社
が
何
時
頃
創
建
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
が
、　
麗
枕

日
本
後
記
」
仁
明
天
皇
承
和
四
年
八
月
の
条
に
「
日
向
国
子
湯
郡
妻
神
預
二
官
社
」

と
あ

っ
て
、
既
に
千
百
三
十
年
の
昔
、
官
社
と
し
て
大
和
朝
廷
よ
り
維
持
費

一
切

が
出
費
さ
れ
て
い
た
。
真
疑
の
ほ
ど
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
今
な
お
社
段
の
棟
札

と
し
て
承
和
年
間
の
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
残
存
し
て
い
る
。

上
棟
奉
建
立
妻
高
○
○
○
○
承
和
四
丁
己
九
月
十
八
日
、
券
宮
日
下
部
道
長
代

官
田
部
秀
長
同
秀
盛
心
中
所
求

一
々
成
就

右
の
棟
札
が
平
安
時
代
こ
の
ま
ま
の
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
こ
の
様
な
文
句
の

棟
札
が
古
来
伝
わ

っ
て
い
た
の
を
後
世
に
書
き
改
め
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考

晴



え
ら
れ
る
。
不
明
の
四
文
字
も
恐
ら
く

「
大

明

神

君
」

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
は
、
都
高
神
社
を
氏
神
と
し
た
曰
下
部
氏
の
系
区
の
中
に
し
ば
し
ば
妻

萬
大
明
神
君
の
こ
と
が
記
し
て
あ
る
し
、
年
代
的
に
も
平
安
時
代
中
期
頃
の
も
の

と
す
れ
ば
、
既
に
、
承
和
年
間
以
前
に
都
萬
神
社
の
創
建
が
あ

っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
が
、
こ
の
起
源
の
問
題
に
つ
い
て
は
更
に
後
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
又
、

文
徳
実
録
」

の
天
安
二
年
の
条
に

「
十
月
二
十
二
国
己
酉
授
一一日
向
国
従
五
位

上
都
高
神
従
四
位
下
下
一
と
ぁ
り
、
更
に

一‐延
喜
式
」
の
神
明
帳
に
は
都
農
神
社

と
共
に

「
日
向
国
児
湯
郡
二
座
小
都
萬
神
社
」
と
あ

っ
て
、
日
向
の
式
内
四
社
の

一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
斯
様
に
、
平
安
時
代
の
主
要
な
文
献
に
都
高
神
社
の

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
当
時
社
格
の
高
い
神
社
と
し
て
土
着
民
の
信
仰
の

中
心
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
政
治
、
経
済
的
な
勢
力
も
有
し
て
い

た
の
で
あ
り
、
建
久
八
年
六
月
、
日
下
部
氏
に
よ

っ
て
記
さ
れ
た

「
日
向
国
図
田

帳
」
に
よ
る
と
妻
高
宮
領
が
九
十
八
町
も
あ

っ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ

ＺＯ
。

妻
高
宮
領
　
　
　
　
九
十
八
町

一偏
水

社

　

（
児
湯
）
　

エハ
十
町
　
　
郡
司
国
高

江

田

社

　

（那
珂
）
　

一二
十
町
　
　
努
済
使
宗
遠

高
智
尾
社

　

（
日
杵
）
　

　

八
町
　
　
弁
済
使
土
持
太
郎
宣
綱

都
高
神
社
が
当
時
式
内
社
と
し
て
の
江
田
神
社
や
そ
れ
に
相
等
す
る
高
智
尾
神
社

な
ど
の
田
地
を
領
有
し
て
い
た
こ
と
は
日
向
に
お
け
る
勢
力
の
分
野
が
自
ら
分
り

さ
う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
に
は
そ
の
背
景
に
国
司
職
と
し
て
の
日
下
部
氏
が
い
た

こ
と
も
大
き
な
理
由
の

一
つ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
鎌
倉
幕
府
よ
り
派
遣
さ
れ
た
伊
東
氏
が
建
武
年
間
、
都
於
郡
城
を
本

城
と
し
て
入
国
し
て
か
ら
は
都
高
神
社
に
対
し
て
尊
崇
、
特
に
篤
く
、
天
丈
、
弘

治
の
旧
記
に
は
妻
高
宮
三
十
町
と
あ
る
。
又
、
前
述
し
た
本
殿
の
改
築
な
ど
こ
の

伊
東
氏
に
よ
っ
て
本
格
的
に
行
な
わ
れ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
、
伊

東

氏

の
没
落

後
、
島
津
氏
の
所
領
と
な

っ
て
か
ら
は
、
慶
長
六
年
九
月
十
四
日
、
供
田
三
百
十

五
石
五
斗
四
升
八
合
を
都
萬
神
社
に
寄
進
し
、
杉
日
、
河
野
、
本
部
な
ど
の
神
人

三
千
戸
を
定
め
、
木
下
相
模
守
を
寄
司
と
し
て
祭
祀
を
司
ら
せ
た
。
室
町
時
代
以

降
、
こ
の
地
方
の
領
主
が
如
何
に
都
高
神
社
に
対
し
て
関
心
が
深
か
っ
た
か
と
い

う
こ
と
は
現
存
す
る
十
八
枚
の
棟
札
に
て
察
知
さ
れ
る
。
以
下
、
主
な
棟
札
の
内

容
に
つ
い
て
列
記
す
る
。

一
、
応
永
廿
四
年
大
歳
丁
酉
、
大
施
主
伊
東
藤
原
蔽
立
殿
、
大
宮
司
日
下

部
立
盛

二
、
宝
徳
四
年
大
歳
壬
申
南
呂
廿
三
日
大
施
主
伊
東
藤
原
浦
尭
殿
、
大
宮

司
日
下
部
立
重

二
、
長
享
二
年
大
歳
申
九
月
廿
日
、
大
施
主
伊
東
藤
原
浦
良
殿
、
大
宮
司

日
下
部
日
永

四
、
天
文
七
年
大
歳
戊
戌
九
月
十
九
日
、
大
施
主
伊
東
藤
原
義
磁
殿
、
大

宮
司
日
下
部
立
次

五
、
永
禄
八
年
乙
丑
十
二
月
二
十
八
日
、
大
施
主
伊
東
藤
原
義
益
殿
、
大

宮
司
日
下
部
立
親

六
、
文
禄
五
年
丙
申
九
月
十
二
日
、
大
願
主
藤
原
忠
豊
殿

七
、
元
和
六
年
庚
申
霜
月
十
三
日
、
大
願
主
藤
原
忠
興
殿



か
く
て
郷
村
制
の
成
立
期
で
あ
る
室
町
時
代
に
は
、

こ
の
都
萬
神
社
を
中
心
と

し
て
集
落
の
発
生
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
島
津
氏
に
よ
り
供
田
三
百
十
五
石

余
の
寄
進
が
あ

っ
て
現
在
の
大
字
妻
に
相
当
す
る
地
域
が
社
領
に
な

っ
て
か
ら
は

所
次
門
前
町
的
な
発
展
を
と
げ
、
西
都
市
の
本
町
通
り
は
都
高
神
社
と
結
び
つ
い

て
経
済
的
な
発
達
を
な
し
、
江
戸
時
代
よ
り
明
治
に
か
け
て
は
盆
、
正
月
の
市
、

又
は
毎
月
開
催
さ
れ
た

「
六
三
市
」
に
よ

っ
て
児
湯
の
中
心
地
的
役
割
を
果
す
に

■

っ
た
。
斯
様
に
考
え
て
み
る
と
現
在
見
る
よ
う
な
西
都
市
と
し
て
の
都
市
的
成

立
の
要
因
と
し
て
は
勿
論
、
地
理
的
な
条
件
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
都
高
神
社
の
存
在
こ
そ
は
、
そ
の
最
も
大
な
る
要
素
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

ま
た
都
高
神
社
の
本
殿
裏
は
経
塚
に
な

っ
て
お
り
、
既
に
、
そ
の
場
所
よ
り
経

筒
が
出
上
し
、
現
在
市
立
博
物
館
に
展
示
し
て
あ
る
。
こ
の
経
塚
に
つ
い
て
は
調

査
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
偏
平
な
小
石
を
積
み
あ
げ
た

一
石
経
を
包
蔵
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
、
藪
払
い
を
し
て
か
ら
の
感
じ
で
は
あ
る
い
は
古

墳
を
あ
る
程
度
、
切

っ
て
神
社
を
建
て
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
更
に
研
究
し
て
見
た
い
。
何
れ
に
し
て
も
本
般
の
背
後
は
経
塚

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
こ
れ
は
神
仏
混
合
の
習
合
の
あ

っ
た
江
戸
末
期

ま
で
、
現
在
の
市
立
博
物
館
の
あ
る
地
に
神
宮
寺
と
い
う
密
教
系
統
の
寺
院
が
都

高
神
社
と
の
関
係
に
お
い
て
あ

っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
経
妖
は
神
宮
寺
関

係
の
人
々
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
祭
　
　
　
祀

都
高
神
社
の
祭
礼
は
古
来
、
数
多
く
行
な
わ
れ
て
来
た
。
当
社
に
残
る
古
文
書

写
に
よ
る
と
、

「恒
例
神
祭
七
拾
五
度
最
似
九
月
十
九
日
為
大
祭
七
月
七
日
為
中
祭
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
九
月
十
九
日
と
七
月
七
日
の
七
夕
祭
と
か
本
社
に
と

つ

て
は
代
表
的
な
祭
祀
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
こ
の
両
目
が
都
高
神

社
の
例
祭
に
な

っ
て
い
る
。
九
月
十
九
日

（新
暦
十

一
月
十
九
日
）
は
最
近
で
は

西
都
市
妻
の
秋
祭
と
し
て
盛
大
に
催
さ
れ
る
。

次
に
、
旧
七
月
七
日
妻
の
七
夕
祭
に
つ
い
て
述
べ
て
見
る
。
こ
の
日
は
当
社
の

御
神
体
の

一
つ
で
あ
る
御
竜
神

（高
さ
約
八
十
糎
位
の
桜
木
と
の
こ
と
）
が
御
出

現
に
な
り

「
更
衣
祭
」
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
地
方
で
は
こ
の
行
事
を
七
夕
祭
と

称
し
て
い
る
。
こ
の
更
衣
祭
の
行
な
わ
れ
る
前
日
、
旧
七
月
六
日
社
家
及
び
氏
子

一
同
は
約
十
二
粁
離
れ
て
い
る
高
鍋
町
永
谷
の
祝
内
に
行
き
、
そ
こ
の
海
浜
に
て

楔
を
な
し
、
同
地
の
宇
治
橋
家
の
そ
ば
に
あ
る
タ
ブ
の
木
の
根
元
に
ヒ
モ
ロ
ギ
を

立
て
、
祭
祀
を
行
な
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
こ
ち
ら
か
ら
毎
年
、
必
ず
茶
を
持

参
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

更
に
、
先
方
の
宇
治
橋
家
の
人
々
は
こ
の
日
よ
り
も
先
、
旧
六
月
二
十
九
日
に

塩
と
浜
の
真
砂
を
藁
ず
と
に
入
れ
て
都

高

神

社
に
参
拝
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

る
。
塩
は

一
軒
に
つ
き

一
升
と
な

っ
て
い
る
の
で
八
軒
の
時
は
八
升
、
現
在
は
宇

治
橋
家
が
二
軒
し
か
な
い
の
で
二
升
持
参
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
都
高
神
社

の
氏
子
で
新
盆
の
人
は
こ
の
永
各
の
浜
下
り
に

一
緒
に
行
き
浜
辺
で
清
め
、
貝
殻

を
採
集
し
て
帰
る
な
ら
わ
し
に
な

っ
て
い
る
。
盆
に
な
る
と
こ
の
貝
殻
で
盆
釜
と

い
っ
て
米
を
焚
い
て
食
す
る
。
又
貝
殻
を
盆
提
燈
の
中
に
入
れ
て
燈
火
用
の
油
皿

―- 3 -―



な
ど
に
使
用
し
た
。
こ
の
茶
と
塩
と
の
交
換
は
山
幸
、
海
幸
の
交
換
と
も
見
ら
れ

る
特
異
な
神
事
と
い
え
よ
う
。

七
夕
様
の
当
日
に
は
願
主
か
ら
奉
納
す
る
繭
で
作
ら
れ
、
綿
帽
子

（社
家
で
は

オ
カ
ツ
キ
と
い
う
）
を
御
神
体
の
頭
に
の
せ
、
同
じ
く
願
主
奉
納
の
白
衣
、
紅
、

白
粉
に
て
着
付
、
化
粧
が
始
る
。
明
治
初
年
ま
で
は
代
々
内
侍

（女
官
）
が
い
て

こ
の
行
事
を
行
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
宮
司
の
法
元
氏
が
こ
れ
に

代

っ
て
祭
を
さ
れ
る
。
古
来
、
こ
の
七
夕
祭
の
日
に
綿
帽
子
や
白
衣
な
ど
の
奉
納

さ
れ
る
数
量
の
多
少
に
よ
り
、
繭
の
作
、
不
作
、
あ
る
い
は
気
候
の
寒
暖
が
予
測

さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

四
、
伝

　

　

　

承

古
来
、
こ
の
社
地
を
妹
田
里
又
は
井
門
田
里
と
称
し
、
当
社
前
に
そ
の
土
地
が

残

っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
、
伝
え
に
よ
れ
ば
木
花
開
耶
姫
御
入
内
に
先
だ

っ
て
こ

の
地
に
自
ら
稲
田
を
開
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
又
社
殿
前
を
流
れ
る
桜
川

（佐
久

良
川
）
に
池
が
あ
り
、
そ
こ
に

一
眼
の
魚
、
す
な
わ
ち
神
魚
が
い
た
と
い
う
伝
え

も
あ
る
。
更
に
神
社
境
内
に

「
お
し
も
り
様
」
と
い
う
二
米
四
方
位
の
石
囲
み
の

桐
が
あ
る
。
こ
の
桐
の
中
に
は
小
石
が
あ
り
、
こ
れ
を
戴
い
て
旅
立

っ
と
必
ず
運

ょ
く
帰
る
と
い
う
の
で
古
来
、
地
方
民
の
信
仰
の
対
象
に
な

っ
て
来
た
。
こ
れ
は

マ
ナ
イ
ズ
ム
的
な
石
の
魔
力
又
は
呪
力
に
よ

っ
て
わ
れ
わ
れ
人
間
を
悪
霊
か
ら
守

護
す
る
と
い
う
信
仰
的
な
こ
と
に
よ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
佐
土
原
の
鳥
津
氏

も
参
勤
交
替
の
節
は
必
ず
、
こ
の
お
し
も
り
様
の
小
石
を
護
符
と
し
て
持
参
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
日
清
、
日
露
の
両
戦
役
、
な
ら
び
に
今
次
の
大
平
洋
戦
争

の
際
に
も
多
数
の
人
々
が
お
守
り
と
し
て
肌
身
に
つ
け
て
行

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
の

「
お
し
も
り
様
」
の
御
神
体
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
ぁ
る
が
、
日
伝

に
よ
る
と
、
櫛
、
こ
う
が
い
を
お
祭
り
し
て
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
が
、
別
な
伝
承

で
は
本
殿
を
建
造
す
る
際
、
古
墳
を
取
り
除
い
た
の
で
、
そ
の
時
に
出
土
し
た
遺

物
を

一
カ
所
に
埋
め
て
桐
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
聞
く
が
真
疑
の
ほ
ど
は
わ

か
ら
な
い
。五

、
神

社

と
妻

と

の
関
係

西
都
市
の
中
心
地
、
妻
町
の
妻
と
い
う
名
称
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
名
称
づ
け

ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
慶
長
六
年
、
島
津
氏
が
都

万
神
社
領
と
し
て
現
在
の
西
都
市
の
市
街
地
域
た
る
区
域

（上
妻
、
中
妻
、
下
妻

を
寄
進
し
、
そ
の
後
こ
の
地
が
妻
と
し
て
名
称
づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
の
で

あ
る
。
即
ち
、
妻
町
の

「
つ
ま
」
と
ぃ
ぅ
名
称
の
起
源
は
都
万
神
社
の

「
つ
ま
」

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
問
題
は
何
故
に
、
現
在
、
神
社
の
存
在
す
る
地
点

を
都
万
神
社
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
丈

字
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
語
源
に
な
る

「
つ
ま
」
と
い
う
意
味
に
つ

い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
古
来
の
文
献
に
現
わ
れ
る
神
社
名
は
種
々
あ
る
。

都
満
神
社
、
妻
万
神
社
、
妻
神
、
妻
宮
、
妻
満
宮
、
祁
妻
神
社
な
ど
で
あ
る
。
で

は
日
本
語
と
し
て
も
極
め
て

一
般
的
な

「
つ
ま
」
と
い
う
名
称
が
何
故
に
都
万
神

社
に
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
考
え
て
み
た
い
。

イ
　
夫
婦
の
女
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
で
ニ
ニ
ギ
の
尊
の
妻
神
と
し
て
木
花

開
耶
姫
命
を
考
え
、
こ
れ
に

「
つ
ま
」
の
名
称
を
つ
け
た
と
い
う
説
で
ぁ
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る
が
、
古
く
は
夫
婦
、
何
れ
も

「
つ
ま
」
と
呼
び
合

っ
た
こ
と
も
あ
り
、

「
つ
ま
」
が
女
性
の
み
を
意
味
し
な
い
と
す
れ
ば
こ
の
解
釈
も
難
し
く
な

る
し
、
全
国
的
に
あ
る

「
つ
ま
」
と
名
の
つ
く
土
地
に
必
ら
ず
木
花
開
耶

姫
命
を
奉
祀
す
る
神
社
が
存
在
す
る
か
否
か
究
引
す
る
必
要
が
あ
る
。

口
　
地
形
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
、　
一
つ
ま
」
と
は
も
の
の
端
を
現
わ
す
意
味

が
あ
り
、

つ
め
、

つ
ま
さ
き
、
つ
も
る
、

つ
ま
る
な
ど
、
端
の
方
が
／１
さ

く
な
る
場
合
の
言
葉
に
使
わ
れ
る
。
建
築
の
切
妻
に
し
て
も
さ
き
が
次
第

に
細
く
な
る
。
そ
れ
で
、
地
形
的
に
は
台
地
の
は
し
、
岡
の
は
し
な
ど
に

使
わ
れ
る
言
葉
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ち
ょ
う
ど
、
都
万
神
社
の
あ
る

地
が
寺
崎
台
地
の
端
に
あ
た

っ
て
い
る
の
で
こ
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

ハ
　
地
形
的
な
意
味
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
海
浜
に
於
け
る
船
着
き
場

と
解
釈
す
る
こ
と
も
出
来
る
。

「
つ
ま
」
の

「
つ
」
を
船
着
き
場
と
い
う

意
味
に
と
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
、
古
墳
時
代
頸
の
都
万
神
社
附
近
は
、
地
質

学
的
に
湾
入
河
日
の
状
態
で
満
削
の
時
は
海
水
が
神
社

≡
帯
ま
で
押
寄
せ

て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
妻
平
野
は
当
時
入
江
で
あ
り
、
寺
崎
台
地
の

集
落
の
た
め
の
船
着
き
場
と
し
て
都
万
神
社
附
近
が
あ
て
ら
れ
、
そ
こ
に

氏
神
と
し
て
の
神
社
が
発
生
し
た
の
か
し
れ
な
い
。

以
上
、
都
万
神
社
の
諸
源
で
あ
る

「
つ
ま
」
の
名
称
の
諸
源
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
が
、

口
の
地
形
的
な
解
釈
の
方
が
妥
当
の
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
で
は
、
日

本
語
の

「
つ
ま
」
と
い
う

一
般
的
な
夫
婦
間
の
女
性
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
と

地
形
的
な
も
の
の
端
を
意
味
す
る
こ
と
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
の
る
の
か
、

今
だ
に
疑
間
が
解
け
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
な
ど
が
案
外
、
都
万
神
社
成

立
の
鍵
を
解
く
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

又
、

「
つ
ま
」
と
い
う
名
称
の
つ
く
地
名
は
他
に
も
あ
る
。
隠
岐
島
、
隠
地
郡
都

高
及
び
紀
伊
国
名
草
郡
津
麻
、
こ
れ
ら
の
土
地
で
は
地
形
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な

っ
て
い
て
、
そ
こ
で
の
古
来
か
ら
の
信
仰
の
中
心
地
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
か
な
ど
比
較
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
三
者
を
比
較
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
或
は

「
つ
ま
」
の
名
称
に
対
す
る
解
明
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
ｃ

更
に
魏
志
倭
人
伝
に
出
て
来
る
投
馬
国
を
ツ
マ
と
呼
ん
だ
場
合
、
こ
れ
を
都
万
神

社
の

「
つ
ま
」
に
比
定
し
た
本
居
宣
長
は
そ
の
昔
駁
戒
慨
言
の
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

「
投
馬
国
は
そ
れ
よ
り
南
水
行
二
十
日
と
い
え
る
に
つ
き
て
尋
ぬ

る
に
、
日
向
国
児
湯
郡
に
都
万
神
社
有
り
て
、
続
日
本
後
紀
、
三
代
実
録
、
延
喜

式
な
ど
に
見
ゆ
、
此
所
に
て
も
あ
ら
ん
。
云
々
」

六

、
神

社

と

氏

族

古
代
よ
り
都
万
神
社
に
奉
仕
し
た
豪
族
に
日
下
部
氏
が
あ
る
。
現
在
、
宮
司
を

さ
れ
て
い
る
法
元
氏
は
日
下
部
氏
直
系
の
後
喬
で
あ
り
、
又
そ
の

一
族
と
し
て
の

金
丸
、
岩
切
、
井
上
、
杉
犀
、
郡
司
な
ど
の
各
氏
族
も
妻
地
方
の
部
落
に
夫
々
居

住
し
て
い
る
。
こ
の
都
万
神
社
と
日
下
部
氏
に
つ
い
て
は
そ
の
系
図
に
委
し
く
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
口
下
部
氏
の
奉
仕
し
た
中
心
祁
は

「
妻
万
大
明
神

君
」
と
あ
り
、
代
々
こ
の
神
の
氏
子
と
し
て
祭

祀

に
関
係
し
て
来
た
よ
う
で
あ

る
。
又
五
代
の
酢
下
部
三
仲
は
高
葉
集
作
者
と
し
て
次
の
よ
う
な
歌
が
載
せ
ら
れ

て
い
る
「
桜
花
今
日
サ
カ
リ
ナ
リ
オ
シ
テ
ル
ヤ
ナ
ニ
ハ
ノ
浦

二
物

マ
ウ
ス
ナ

ヘ
」
と
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あ
り
、
十
七
巻
と
書
い
て
あ
る
が
、
実
際
は
二
十
巻
に

「
国
造
丁
日
下
部
使
主
三

中
」
と
し
て

「
た
ら
ち
ね
の
母
を
別
れ
て
ま
こ
と
吾
れ
旅
の
仮
庵
に
安
く
寝
む
か

も
」
と
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
上
総
国
防
人
軍
団
に
配
属
さ
せ
ら
れ
て
、
北
九
州
の

防
衛
の
任
に
章

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
日
下
部
系
図
に
み
え

る
三
中
の
歌
と
高
葉
集
二
十
巻
の
そ
れ
の
歌
と
は
異

っ
て
い
る
が
、
大
伴
家
持
の

天
平
勝
宝
八
年
の
歌

「桜
花
い
ま
盛
り
な
り
難
波
の
海
お
し
て
る
宮
に
き
こ
し
め

す
な
へ
」
と
は
相
互
に
関
係
の
あ
る
歌
で
あ
る
。
そ
の
後
、
家
持
は
、
大
学
の
弐

と
し
て
在
任
し
た
の
で
或
は
北
九
州
に
於
い
て
両
者
間
に
交
際
す
る
機
会
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（西
岡
虎
之
助
氏
の
説
）
そ
の
後
、
平
安
朝

後
期
、
鳥
羽
院
、
崇
徳
院
、
近
衛
院
の
時
代
に
な
る
と
在
国
司
戦
と
し
て
勢
力
を

有
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
勢
力
の
中
心
は
当
然
、
妻
地
方
で
あ
り
、
日
下
部
尚
守

の
時
も
公
領
と
し
て
の
右
松
村
田
畠
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
次
の
日
下
部
盛

平
の
と
こ
ろ
に
も
新
納
院
郡
司
職
、
那
珂
郡
司
、
都
於
郡
地
頭
領
主
、
国
富
庄
河

南
本
郷
郡
司
に
補
任
す
云
々
の
こ
と
が
あ
り
、
当
時
日
下
部

一
族
が

一
ツ
瀬
川
、

大
淀
川
下
流
地
域
の
沃
野
を

一
手
に
掌
握
し
て
い
た
状
況
が
判
断
出
来
る
の
で
あ

る
が
、　
一
方
、
宇
佐
神
社
の
圧
迫
が

一
方
に
は
な
さ
れ
て
来
て
お
り
、
白
河
院
の

頃
、
日
下
部
久
仲
の
女
子
に
元
、
宇
佐
の
社
人
と
称
す
る
土
持
氏
が
響
養
子
と
な

っ
て
芥
入
し
て
い
る
。
都
高
神
社
の
直
ぐ
前
の
調
殿
部
落
に
八
幡
様
で
あ
る
調
殿

神
社
が
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
都
万
神
社
を
中
心
と
す
る
日
下
部
氏
の
勢
力
を
分

断
さ
せ
る
原
動
力
と
な

っ
た
拠
点
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
時
代
初
期

の
日
向
国
建
久
図
田
帳
に
よ
る
と
そ
れ
ま
で
日
下
部
氏
が
領
有
し
て
い
た
荘
園
は

殆
ん
ど
土
持
氏
が
こ
れ
に
代

っ
て
領
主
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
察
し
て
も
平

安
末
期
頃
に
急
激
な
両
者
の
政
権
交
替
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
後
の
日
下
部
氏
は
本
当
に
都
万
神
社
に
奉
仕
す
る
地
方
の

一
氏
族
と
し
て
今

日
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

七
、
結
　
　
　
語

こ
れ
ま
で
論
述
し
た
こ
と
で
都
万
神
社
の
祭
神
で
あ
る
妻
万
人
明
神
君
が
既
に

奈
良
時
代
以
前
よ
り
日
下
部
氏
な
ど
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
明
ら
か

に
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
の
都
万
神
社
は
如
何
な
る
人
々
の
信
仰
の
対
象

の
も
と
に
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
西
都
原

古
墳
時
代
の
集
落
で
あ

っ
た
寺
崎
、
石
貫
、
地
元
地
帯
の
人
々
の
氏
神
と
し
て
発

生
し
た
神
社
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
現
在
で
も
、
こ
の
都
万
神
社
の
あ
る

一
帯

は
土
師
黙
の
大
散
布
地
で
あ
り
、
神
社
の
直
ぐ
裏
手
に
は
奈
良
時
代
よ
り
平
安
時

代
に
か
け
て
法
元
寺
と
い
う
寺
院
の
散
在
し
た
こ
と
も
最
近
、
判
明
し
き
た
。
こ

れ
な
ど
も
、
奈
良
時
代
に
こ
の
地
方
の
上
着
民
の
信
仰
の
中
心
が
、
こ
の
法
元
地

区
よ
り
都
高
神
社
附
近
に
か
け
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
勿

論
、
西
都
原
古
墳
時
代
と
都
万
神
社
と
を
直
接
、
結
び
つ
け
て
考
え
る
の
は
危
険

で
は
あ
る
が
、
少
く
と
も
、
古
墳
時
代
末
期
よ
り
奈
良
時
代
に
か
け
て
は
直
接
、

間
接
に
都
万
神
社
が
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
こ

の
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
、
西
都
地
方
の
古
代
史
を
考
え
る
上
に
都
万
神
社
が
如

何
な
る
意
義
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
共
、
更
に
究
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
幾
多
の
諸
問
題
が
あ
る
。
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